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三
月
二
七
日
、
徳
島
森
林
管

理
署
に
お
い
て
、
「
六
丁
地
域

森
林
整
備
推
進
協
定
」
の
締
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
平
成
二
〇
年

三
月
に
徳
島
県
林
業
公
社
、
徳

島
県
農
林
水
産
部
と
の
三
者
で

締
結
さ
れ
た
「
六
丁
地
域
森
林

整
備
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」

を
拡
充
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ

へ
新
た
に
那
賀
町
、
徳
島
水
源

林
整
備
事
務
所
が
加
わ
り
、
民

有
林
と
国
有
林
の
連
携
モ
デ
ル

と
し
て
よ
り
広
い
団
地
で
の
協

定
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
定
で
は
、
国

有
林
、
民
有
林
と
も
に
、
間
伐

作
業
、
路
網
新
設
作
業
を
中
心

に
、
森
林
整
備
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
共

同
施
業
団
地
の
隣
接
地
に
は
那

賀
町
、
徳
島
水
源
林
整
備
事
務

所
が
所
有
・
管
理
す
る
森
林
が

存
在
し
、
お
互
い
が
協
定
で
結

ば
れ
れ
ば
、
六
丁
地
域
全
体
の

 

「
六
丁
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
を
締
結
」

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

協
定
締
結
の
様
子
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森
林
整
備
・
作
業
効
率
の
一
層

の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
那
賀
町
、
徳
島
水
源
林
整

備
事
務
所
へ
協
定
参
加
の
声
か

け
を
行
い
、
こ
の
間
、
現
地
検

討
会
や
担
当
者
会
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
林
分
・
施
業
状
況
、
既
設

路
網
等
を
調
査
し
、
関
係
者
が

連
携
す
る
こ
と
で
効
率
的
な
施

業
が
行
え
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
那
賀
町
は
、
二
六
年

度
に
庁
舎
建
替
え
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
の
皆
伐
を
計

画
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
接
地

で
の
土
場
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
ま

た
、
徳
島
水
源
林
事
務
所
で
は

除
伐
、
下
刈
作
業
を
主
体
に
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
間

伐
作
業
を
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
協
定

を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い

の
路
網
や
土
場
等
を
相
互
利
用

す
る
こ
と
で
施
業
の
集
約
化
や

コ
ス
ト
低
減
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

締
結
式
に
は
、
徳
島
県
林
業

飛
躍
局
長
、
那
賀
町
長
、
徳
島

水
源
林
整
備
事
務
所
長
、
徳
島

県
林
業
公
社
専
務
理
事
が
出
席

し
、
署
長
挨
拶
の
後
、
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
出
席

者
か
ら
は
、
那
賀
地
区
に
お
け

る
今
後
の
森
林
整
備
に
対
す
る

期
待
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、
徳

島
県
と
林
業
公
社
が
毎
年
、
六

丁
地
域
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。
徳
島
県
で

は
、
五
月
に
大
型
製
材
工
場
が

稼
働
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
県
内

の
主
要
な
林
業
関
係
者
が
協
定

を
結
び
連
携
す
る
こ
と
へ
の
期

待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
人
材
育
成
等
の
場
と
し
て

の
活
用
を
含
め
、
六
丁
地
域
か

ら
様
々
な
取
組
み
と
情
報
の
発

信
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

「
木
づ
か
い
・
森
林
づ
く
り
」

全
国
都
道
府
県
縦
断
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈
企
画
調
整
課
〉

　

四
月
四
日
、
高
新
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
「
木
で
、
未
来

を
つ
く
ろ
う
！
in
高
知
県
」
と

題
し
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事

業
や
地
域
材
利
活
用
等
を
推
進

す
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
全
都

道
府
県
で
三
月
か
ら
五
月
に
か

け
開
催
さ
れ
て
お
り
、
高
知
県

で
は
浅
川
局
長
が
登
壇
し
「
国

の
木
づ
か
い
施
策
等
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
国
・
高
知
県

の
森
林
の
状
況
や
木
づ
か
い
の

取
組
等
に
つ
い
て
の
基
調
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
「
高
知
県
に
お
け
る
地

域
材
利
用　

現
状
と
未
来
」
を

テ
ー
マ
に
浅
川
局
長
外
四
名
が

討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

浅
川
局
長
は
、
木
材
自
給
率

五
〇
％
に
す
る
に
は
、
全
国

平
均
で
木
材
生
産
量
を
二
倍
以

上
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
現
状
で
は
、
伐
採
し
た
木

の
半
分
く
ら
い
を
山
に
放
置
し

て
お
り
、
そ
れ
を
今
後
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
等
に
使
っ
て
い

く
取
組
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

浅
川
局
長
基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

‥



	 グリーン四国	 №1129	 2014（H26）４月号

― 4 ―

と
、
ま
た
、
木
の
良
さ
を
数
字

で
表
し
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
、
自
分

た
ち
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
森
林
・
林
業
木
材
利
用
等

に
全
く
関
係
な
い
人
の
意
見
を

聞
く
の
も
新
た
な
活
路
を
見
い

だ
せ
る
の
で
な
い
か
等
の
意
見

を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

平
成
二
六
年
度

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

～
特
別
講
演
～

〈
技
術
普
及
課
〉

　

高
知
県
香
美
市
土
佐
山
田
町

に
あ
る
高
知
県
森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
情
報
交
流
館
に
お
い
て
、

四
月
二
〇
日
に
「
平
成
二
六
年

度
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
の
開
講
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
「
森
づ
く
り

コ
ー
ス
」「
木
工
ク
ラ
フ
ト
コ
ー

ス
」
「
自
然
体
験
コ
ー
ス
」
の

三
コ
ー
ス
が
あ
り
、
平
成
二
六

年
四
月
の
開
講
式
か
ら
平
成

二
七
年
三
月
の
閉
講
式
ま
で
、

各
コ
ー
ス
月
一
回
の
講
座
開
催

と
な
っ
て
お
り
、
受
講
後
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活

動
の
中
核
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

今
年
実
施
さ
れ
る
講
座
に

は
、
県
内
外
か
ら
四
〇
名
が
参

加
し
て
お
り
、
養
成
講
座
の
開

講
に
あ
た
り
、
浅
川
局
長
よ
り
、

国
・
高
知
県
の
森
林
の
状
況
、

子
ど
も
か
ら
み
た
木
材
の
良

さ
、
木
材
利
用
・
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
事
例
、
国
民
参
加
の
森

林
づ
く
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
、
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状
等
、

多
岐
の
分
野
に
渡
る
内
容
の
特

別
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
浅
川
局

長
か
ら
『
今
後
、
皆
さ
ん
が
各

地
域
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
で
、

「
自
然
の
大
切
さ
」
や
「
木
を

大
切
に
使
う
こ
と
」
へ
の
理
解

が
一
層
深
ま
り
、
さ
ら
に
、
森

の
元
気
に
つ
な
が
る
の
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
』
と
期
待
の
込

も
っ
た
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

 

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
二
五
年
度
受
賞
者
表
彰
式

〈
総
務
課
〉

　

平
成
二
五
年
度
治
山
・
林
道

工
事
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
表

彰
式
が
三
月
一
八
日
、
当
局
大

会
議
室
で
行
わ
れ
次
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
四
国
森
林
管
理
局
長
表
彰

【
治
山
工
事
部
門
】

◆
豚
座
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役　

佐
田　

憲
昭

◆
一
若
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役　

中
畑　

健
右

◆
（
有
）
上
西
組

　

代
表
取
締
役　

上
西　

虎
夫

◆
（
株
）
山
全

　

代
表
取
締
役　

牛
尾　

正
治

　

［
現
場
代
理
人
・
主
任
（
監
理
）

　

技
術
者
］

◆
明
治
建
設
（
有
）田

島　

知
雄

◆
高
揚
開
発
（
有
）

能
戸　

隆
昌　

岩
本　
　

武

　

〔
監
督
職
員
〕

◆
嶺
北
森
林
管
理
署

治
山
技
術
官　

太
田　

勝
稔

治
山
技
術
官　

宮
脇　

健
二

【
林
道
工
事
部
門
】

◇�

渡
川
・
松
元
経
常
建
設
共
同

企
業
体代

表
者　

武
内　

昭
代

（
二
工
事
表
彰
）

◇
湯
浅
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役　

湯
浅　

雅
文

◇
（
株
）
晃
立

　

代
表
取
締
役　

嶋
﨑　

勝
昭

◇
沢
良
木
建
設
（
株
）

浅
川
局
長
の
講
演
の
様
子
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代
表
取
締
役　

沢
良
木
基
希

◇
（
株
）
井
原
組

代
表
取
締
役　

井
原　

貴
仁

　

［
現
場
代
理
人
・
主
任
（
監
理
）

　

技
術
者
］

◇
（
株
）
田
邊
建
設濱

渦　

裕
樹

　

〔
監
督
職
員
〕

◇
四
万
十
森
林
管
理
署

森
林
整
備
官　

相
田　

弘
道

　

ま
た
、
次
の
方
々
が
二
月
二
四

日
に
、
林
野
庁
に
お
い
て
、
表

彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎
農
林
水
産
大
臣
表
彰

【
治
山
工
事
部
門
】

◆
明
治
建
設
（
有
）

代
表
取
締
役　

山
中　

巨
司

●
林
野
庁
長
官
表
彰

【
治
山
工
事
部
門
】

◆
高
陽
開
発
（
有
）

代
表
取
締
役　

玉
木　

大
祐

【
林
道
工
事
部
門
】

◇
（
株
）
田
邊
建
設

代
表
取
締
役　

田
邊　

一
也

局長表彰受賞者の皆様（中央の浅川局長を囲んで）

一ノ谷山（82）復旧治山工事【明治建設㈲】

南小川地区アシ谷（右岸）地すべり防止工事（翌債）
【高陽開発㈲】

佐川山林業専用道新設工事（明許）
【㈱田邊建設】

【農林水産大臣賞受賞】

【林野庁長官賞受賞】

【林野庁長官賞受賞】
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入

　

庁

　

式

〈
総
務
課
〉

　

四
月
一
日
、
平
成
二
六
年
度

新
規
採
用
者
四
名
の
入
庁
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
局
長
よ
り
辞
令
が
手
渡

さ
れ
、
入
庁
者
を
代
表
し
て
、

武
市
泰
典
（
愛
媛
署
）
が
宣
誓

を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、

局
長
か
ら
、

新
社
会
人
と

な
っ
た
四
名

に
、
『

本

日

か
ら
、
皆
さ

ん
は
、
社
会

人
で
す
。
職

業
を
英
語
で

言
う
と
「
プ

ロ

フ

ェ

ッ

シ
ョ
ン
」
と

言

う

よ

う

に
、
皆
さ
ん
は
今
日
か
ら
プ
ロ

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が

社
会
人
と
い
う
意
味
で
す
。

　

プ
ロ
と
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
描
く

と
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
試

合
時
間
に
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
発
揮
す
る
た
め
に
普
段

か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、

身
体
作
り
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
対
し
て
、
所

属
チ
ー
ム
が
お
金
（
報
酬
）
を

支
払
い
ま
す
。
そ
れ
が
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
、
賃
金
を
支
払
う

人
は
「
国
民
」
で
す
。
皆
さ
ん

が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
す
る
と
こ
ろ
は
、
勤
務
時

間
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
、

勤
務
時
間
に
国
民
が
期
待
し
て

い
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
果
た
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
自

己
研
鑽
に
励
み
、
自
分
を
高
め

る
努
力
を
行
な
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

日
本
全
国
に
は
、
色
々
な
仕

事
を
し
て
い
る
国
家
公
務
員
が

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
頑
張
っ

て
、
毎
日
、
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
個
々
の
仕
事
が
全
部

集
ま
り
日
本
全
体
を
良
く
し
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
四
国

で
仕
事
を
し
ま
す
が
、
個
人
の

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
が
日
本
を
良

く
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
そ
の
一
人
と
し

て
加
わ
る
ん
だ
と
言
う
こ
と
を

常
に
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
仕
事
を

し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
』
と
訓
示
が
あ
り

ま
し
た
。

　
新
任
紹
介

総
務
企
画
部
長

入
川　

修
一

○
昭
和
五
四
年
四
月

　

高
知
営
林
局
採
用

○
平
成
二
五
年
六
月

　

�

林
野
庁
林
政
部
林
政
課

管
理
官

（
契
約
適
正
化
推
進
担
当
）

○
平
成
二
六
年
四
月 

現
職

四
万
十
森
林
管
理
署
長

藤
村　
　

武

○
昭
和
五
八
年
四
月

　

秋
田
営
林
局
採
用

○
平
成
二
五
年
四
月　

　

林
野
庁
森
林
整
備
部

　

森
林
利
用
課
課
長
補
佐

（
森
林
利
用
指
導
班
担
当
）

○
平
成
二
六
年
四
月 

現
職

安
芸
森
林
管
理
署
長

石
橋　

岳
志

○�

昭
和
六
三
年
四
月

　

林
野
庁
採
用

○
平
成
二
五
年
四
月

　

�

林
野
庁
森
林
整
備
部
整

備
課

　

�

森
林
資
源
循
環
施
業
推

進
官

○
平
成
二
六
年
四
月 

現
職

入庁式後、前列左側から浅川局長、新採の有働さん
筒井さん、武市さん、林さん、井上業務管理官
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●　部   　門

①　多面的機能の発揮に向けた森林整備の推進
②　木材の利用推進
③　森林環境教育活動の推進

●　募集期間

平成２６年４月１８日から平成２６年６月30日まで（当日消印有効）

●　応募方法

応募にあたって、詳細は下記ホームページでご確認下さい。
なお、各部門毎に、応募の様式を定めておりますので、お手数ですが、
四国森林管理局ホームページからダウンロードして頂き、必要事項を
記入の上、郵送にてご応募下さい。

※四国森林管理局ホームページはhttp://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/

●　応 募 先

〒780-8528　高知市丸ノ内１－３－３０
四国森林管理局　技術普及課内　四国山の日賞選考委員会　事務局

●　選考・発表

学識経験者等で構成する「四国山の日賞選考委員会」（平成２6年８月下旬）
で選考を行います。
受賞者へは平成２６年９月中に通知します。選外の通知はしません。

●　表　 　彰

平成２６年秋に、実施する四国山の日関連行事等において表彰する予定です。
※各部門毎に、１～数団体等を表彰予定です。

●　そ の 他

応募に係る書類は、返却しません。
また、個人情報については、選考の目的以外には使用しません。

 平成１６年１１月１４日の「四国の森づくりシンポジウム」において、徳島県、香川県、愛媛県及び高知県知事並

びに四国森林管理局長が一堂に会し、「四国の森づくりに関する共同宣言」を行い、毎年１１月１１日を「四国山の

日」と制定し、さまざまな取組みを４県と森林管理局が連携して推進しています。 

 この「四国山の日」の取組みの一環として、18年度に「四国山の日賞」を創設し、共同宣言の趣旨に沿って四国

の森づくり等の取組みを積極的に推進している団体等に対して表彰を行うこととしました。 

 自薦、他薦は問いませんので、ご応募お待ちしています。 

             問い合わせ先 

              四国森林管理局 技術普及課 （088-821-2121）   


